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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

底壁、左右両側壁及び前後壁により略長方形型ケース状をなす切り替え装置本体と、

　前記左右両側壁の長手方向に向かい、所定間隔をあけ、かつ左右対向する位置に各々設

けられた複数の打設口と、

　前記切り替え本体内で該切り替え本体の長手方向へ移動可能とされた分岐打設部材と、

　を有し、

　前記分岐打設部材は、コンクリート圧送管に連結される連結管と、該連結管の先端部よ

り略二股Ｙ字状に分岐された左右分岐管と、

を備え、

前記左右分岐管の先端口は、前記対向する位置に設けられた一対の打設口に接続可能とさ

れた、

ことを特徴とするトンネル覆工コンクリートの打設切り替え装置。

【請求項２】

前記左右両側壁の長手方向に向かい、所定間隔をあけ、かつ左右対向する位置に各々設け

られた複数の打設口は、

　左右に各々４個ずつ設けられた、

　ことを特徴とする請求項１記載のトンネル覆工コンクリートの打設切り替え装置。

【請求項３】

前記底壁、左右両側壁及び前後壁により略長方形型ケース状をなす切り替え装置本体は、
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ト ン ネ ル の 奥 行 き 方 向 へ 向 け て 配 置 さ れ る と 共 に 、 進 退 可 能 に 構 成 さ れ た 、

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り

替 え 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 左 右 分 岐 管 の 先 端 口 と 、 前 記 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 一 対 の 打 設 口 と の 接 続 は 、 左

右 分 岐 管 内 を 流 れ る コ ン ク リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 、 前 記 左 右 分 岐 管 の 先 端 口 が 前 記 一 対 の

打 設 口 側 に 移 動 し て 、 密 着 接 続 さ れ る 、

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の

打 設 切 り 替 え 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ に 示 す い ず れ か の 請 求 項 に 記 載 の ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設

切 り 替 え 装 置 を 用 い た ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 方 法 で あ り 、

ト ン ネ ル 内 に 配 置 し た 前 記 打 設 切 り 替 え 装 置 に 設 け ら れ た 各 打 設 口 と 、 ト ン ネ ル 内 に 設 置

さ れ た セ ン ト ル に 設 け ら れ た 複 数 の 開 口 部 と の 間 を 接 続 す る コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 を あ ら か

じ め 配 置 し て な り 、

次 い で 、 前 記 打 設 切 り 替 え 装 置 本 体 内 に 設 置 さ れ た 左 右 分 岐 管 を 移 動 さ せ て 、 左 右 対 向 す

る 前 記 打 設 口 に 前 記 左 右 分 岐 管 の 各 々 の 先 端 口 を 対 向 さ せ 、 そ の 状 態 か ら コ ン ク リ ー ト を

圧 送 し て 、 コ ン ク リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 前 記 打 設 口 と 前 記 先 端 口 と を 密 着 接 続 さ せ 、 所 定

の コ ン ク リ ー ト 量 の 圧 送 後 、 次 の 打 設 口 の 設 置 箇 所 ま で 前 記 左 右 分 岐 管 を 移 動 さ せ 、 前 記

打 設 口 に 前 記 左 右 分 岐 管 の 各 々 の 先 端 口 を 対 向 さ せ 、 そ の 状 態 か ら コ ン ク リ ー ト を 圧 送 し

て 、 コ ン ク リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 前 記 打 設 口 と 前 記 先 端 口 と を 密 着 接 続 さ せ 、 所 定 の コ ン

ク リ ー ト 量 の 圧 送 を 行 う 作 業 を 順 次 繰 り 返 す 、

こ と を 特 徴 と す る ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 及 び 打 設 切 り 替 え 方 法 に 関 す

る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

従 来 、 例 え ば 縦 横 に 複 数 の 開 口 部 を 有 す る い わ ゆ る セ ン ト ル と 、 該 セ ン ト ル 内 に コ ン ク リ

ー ト を 圧 送 す る 圧 送 管 と を 備 え て 構 成 さ れ た ト ン ネ ル 覆 工 装 置 が 一 般 に 知 ら れ て い る 。

そ し て 、 例 え ば 、 前 記 圧 送 管 を 垂 直 方 向 の 複 数 の 開 口 部 に そ れ ぞ れ 挿 入 可 能 な 複 数 の 第 三

分 岐 管 に 分 岐 さ せ 、 流 量 を 調 整 す る シ ャ ッ タ バ ル ブ 備 え た 装 置 な ど も 一 般 に 知 ら れ て い る

（ 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ２ ０ ９ ６ 号 公 報 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 移 動 自 在 に 配 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 を 、 上 下 ま た は ／ 及 び 水 平 方 向 に 移 動

さ せ 、 コ ン ク リ ー ト を 均 一 に 打 設 出 来 る よ う 構 成 さ れ た ト ン ネ ル 覆 工 装 置 及 び ト ン ネ ル 覆

工 方 法 も 一 般 に 知 ら れ て い る （ 特 開 ２ ０ ０ ２ ̶ ２ ２ ７ ５ ９ ７ 号 公 報 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 さ ら に 、 セ ン ト ル に 設 置 し た 打 設 用 配 管 に 打 設 コ ン ク リ ー ト を 供 給 す る た め の 供 給 用 配

管 を 順 次 配 管 切 り 替 え す る た め 、 移 動 可 能 な 台 車 に 切 り 替 え 用 配 管 を 設 け 、 台 車 を 配 管 用

切 り 替 え 箇 所 に 移 動 さ せ 、 打 設 用 配 管 と 供 給 用 配 管 と の 間 で 配 管 切 り 替 え を 行 う 構 成 の も

の も 一 般 に 知 ら れ て い る （ 特 開 ２ ０ ０ ０ ̶ ３ ４ ５ ７ ９ ７ 号 公 報 ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 こ れ ら 従 来 か ら 存 在 す る ト ン ネ ル 覆 工 装 置 及 び ト ン ネ ル 覆 工 方 法 で は 、

い ず れ も ４ 分 配 程 度 が 限 度 と さ れ る も の で あ り 、 複 数 個 の 分 配 管 な ど の 分 配 用 部 材 を 組 み

合 わ せ て の 使 用 と は し て い る が 、 そ の 分 配 操 作 は 非 常 に 煩 雑 と な っ て し ま い 、 し か も セ ン

ト ル 幅 方 向 、 す な わ ち 左 右 方 向 へ コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 を 分 配 し て 均 一 に 同 時 打 設 を 行 う こ
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と は き わ め て 困 難 で あ る と の 課 題 が あ っ た 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ２ ０ ９ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ ̶ ２ ２ ７ ５ ９ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ ̶ ３ ４ ５ ７ ９ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ８ ０ ０ ９ ４ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

か く し て 、 本 発 明 は 前 記 従 来 の 課 題 に 対 処 す べ く 創 案 さ れ た も の で あ り 、 一 台 の い わ ゆ る

長 尺 ケ ー ス 状 を な す 分 配 装 置 を あ ら か じ め 形 成 し 、 そ し て 該 分 配 装 置 を ト ン ネ ル 内 に 配 設

し て 使 用 し 、 ４ 分 配 程 度 の み な ら ず 、 そ れ 以 上 の 分 配 を も 可 能 に し 、 し か も 、 そ の 分 配 操

作 が ス ム ー ズ 、 確 実 に 行 え 、 さ ら に 前 記 し た セ ン ト ル 幅 方 向 、 す な わ ち 左 右 方 向 へ い わ ゆ

る コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 を 分 配 し て 均 一 に 同 時 打 設 を 行 え る ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打

設 切 り 替 え 装 置 及 び 打 設 切 り 替 え 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 に よ る ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 及 び 打 設 切 り 替 え 方 法 は 、

底 壁 、 左 右 両 側 壁 及 び 前 後 壁 に よ り 略 長 方 形 型 ケ ー ス 状 を な す 切 り 替 え 装 置 本 体 と 、

　 前 記 左 右 両 側 壁 の 長 手 方 向 に 向 か い 、 所 定 間 隔 を あ け 、 か つ 左 右 対 向 す る 位 置 に 各 々 設

け ら れ た 複 数 の 打 設 口 と 、

　 前 記 切 り 替 え 本 体 内 で 該 切 り 替 え 本 体 の 長 手 方 向 へ 移 動 可 能 と さ れ た 分 岐 打 設 部 材 と 、

　 を 有 し 、

　 前 記 分 岐 打 設 部 材 は 、 コ ン ク リ ー ト 圧 送 管 に 連 結 さ れ る 連 結 管 と 、 該 連 結 管 の 先 端 部 よ

り 略 二 股 Ｙ 字 状 に 分 岐 さ れ た 左 右 分 岐 管 と 、

を 備 え 、

前 記 左 右 分 岐 管 の 先 端 口 は 、 前 記 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 一 対 の 打 設 口 に 接 続 可 能 と さ

れ た 、

こ と を 特 徴 と し 、

ま た は 、

前 記 左 右 両 側 壁 の 長 手 方 向 に 向 か い 、 所 定 間 隔 を あ け 、 か つ 左 右 対 向 す る 位 置 に 各 々 設 け

ら れ た 複 数 の 打 設 口 は 、

　 左 右 に 各 々 ４ 個 ず つ 設 け ら れ た 、

こ と を 特 徴 と し 、

ま た は 、

前 記 底 壁 、 左 右 両 側 壁 及 び 前 後 壁 に よ り 略 長 方 形 型 ケ ー ス 状 を な す 切 り 替 え 装 置 本 体 は 、

ト ン ネ ル の 奥 行 き 方 向 へ 向 け て 配 置 さ れ る と 共 に 、 進 退 可 能 に 構 成 さ れ た 、

こ と を 特 徴 と し 、

ま た は 、

前 記 左 右 分 岐 管 の 先 端 口 と 、 前 記 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 一 対 の 打 設 口 と の 接 続 は 、 左

右 分 岐 管 内 を 流 れ る コ ン ク リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 、 前 記 左 右 分 岐 管 の 先 端 口 が 前 記 一 対 の

打 設 口 側 に 移 動 し て 、 密 着 接 続 さ れ る 、

こ と を 特 徴 と し 、

ま た は 、

前 記 ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 を 用 い た ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の

打 設 切 り 替 え 方 法 で あ り 、

ト ン ネ ル 内 に 配 置 し た 前 記 打 設 切 り 替 え 装 置 に 設 け ら れ た 各 打 設 口 と 、 ト ン ネ ル 内 に 設 置

さ れ た セ ン ト ル に 設 け ら れ た 複 数 の 開 口 部 と の 間 を 接 続 す る コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 を あ ら か

じ め 配 置 し て な り 、

次 い で 、 前 記 打 設 切 り 替 え 装 置 本 体 内 に 設 置 さ れ た 左 右 分 岐 管 を 移 動 さ せ て 、 左 右 対 向 す

る 前 記 打 設 口 に 前 記 左 右 分 岐 管 の 各 々 の 先 端 口 を 対 向 さ せ 、 そ の 状 態 か ら コ ン ク リ ー ト を
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圧 送 し て 、 コ ン ク リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 前 記 打 設 口 と 前 記 先 端 口 と を 密 着 接 続 さ せ 、 所 定

の コ ン ク リ ー ト 量 の 圧 送 後 、 次 の 打 設 口 の 設 置 箇 所 ま で 前 記 左 右 分 岐 管 を 移 動 さ せ 、 前 記

打 設 口 に 前 記 左 右 分 岐 管 の 各 々 の 先 端 口 を 対 向 さ せ 、 そ の 状 態 か ら コ ン ク リ ー ト を 圧 送 し

て 、 コ ン ク リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 前 記 打 設 口 と 前 記 先 端 口 と を 密 着 接 続 さ せ 、 所 定 の コ ン

ク リ ー ト 量 の 圧 送 を 行 う 作 業 を 順 次 繰 り 返 す 、

こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 に よ る ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 及 び 打 設 切 り 替 え 方 法 で あ れ

ば 、 一 台 の い わ ゆ る 長 尺 ケ ー ス 状 を な す 分 配 装 置 を あ ら か じ め 形 成 し 、 該 分 配 装 置 を ト ン

ネ ル 内 に 配 置 し て 使 用 し 、 ４ 分 配 程 度 の み な ら ず 、 そ れ 以 上 の 分 配 を も 可 能 に し 、 し か も

、 そ の 分 配 操 作 が ス ム ー ズ 、 確 実 に 行 え 、 さ ら に ト ン ネ ル 幅 方 向 、 す な わ ち ト ン ネ ル 内 左

右 方 向 へ い わ ゆ る コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 を 分 配 配 置 し て コ ン ク リ ー ト を 均 一 に か つ 同 時 打 設

を 行 え る も の で あ り 、 ま た 多 数 の 打 設 口 に 対 し て も 一 台 の 分 配 装 置 で の 配 管 切 り 替 え が ス

ム ー ズ に 行 え る 構 造 と し 、 こ の 面 か ら も い わ ゆ る 覆 工 コ ン ク リ ー ト を よ り ス ム ー ズ に 打 設

で き 、 し か も 分 配 用 配 管 の 切 り 替 え 手 間 を 飛 躍 的 に 省 略 す る こ と が 可 能 と な り 、 効 率 的 で

か つ 作 業 の 労 力 も 大 幅 に 低 減 で き 、 ひ い て は 高 品 質 な コ ン ク リ ー ト 打 設 が 行 え る と の 優 れ

た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

以 下 、 本 発 明 を 各 図 に 示 す 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。

符 号 １ は 、 本 発 明 に よ る ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 を 示 す 。

該 ト ン ネ ル 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 １ は 、 ト ン ネ ル ２ の 奥 行 き 方 向 に 延 び 、

底 壁 ３ 、 左 右 の 両 側 壁 ４ ， ４ 及 び 前 壁 ５ 及 び 後 壁 ６ に よ り 略 長 方 形 型 ケ ー ス 状 を な す 切 り

替 え 装 置 本 体 ７ を 有 し て い る 。

　 そ し て 、 前 記 左 右 の 両 側 壁 ４ ， ４ に は 、 両 側 壁 ４ ， ４ の 長 手 方 向 に 向 か い 、 所 定 の 間 隔

を あ け て 、 か つ 左 右 対 向 す る 位 置 に 複 数 の 打 設 口 ８ ・ ・ が 各 々 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 次 に 符 号 ９ は 、 前 記 切 り 替 え 本 体 ７ 内 に 設 置 さ れ 、 該 切 り 替 え 本 体 ７ の 長 手 方 向 へ 移 動

可 能 に 構 成 さ れ た 分 岐 打 設 部 材 を 示 す 。

　 こ こ で 、 該 分 岐 打 設 部 材 ９ は 、 コ ン ク リ ー ト 圧 送 管 １ ０ に 連 結 さ れ る 連 結 管 １ １ と 、 該

連 結 管 １ １ の 先 端 部 よ り 略 二 股 Ｙ 字 状 に 分 岐 さ れ た 左 右 分 岐 管 １ ２ と を 備 え て 構 成 さ れ て

い る 。

そ し て 、 前 記 左 右 分 岐 管 １ ２ に お け る 左 右 の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ は 、 前 記 左 右 の 両 側 壁 ４ ，

４ の 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 一 対 の 打 設 口 ８ ， ８ に 連 通 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

す な わ ち 、 前 記 左 右 の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ は 、 対 向 し て 左 右 に 設 け ら れ た 一 対 の 打 設 口 ８ ，

８ と 密 着 す る よ う 略 二 股 Ｙ 字 状 曲 げ ら れ て 構 成 さ れ て い る 。

さ ら に 、 図 に お い て 符 号 １ ４ は 、 前 記 分 岐 打 設 部 材 ９ を 駆 動 す る 駆 動 装 置 で あ り 、 該 駆 動

装 置 １ ４ は 、 該 分 岐 打 設 部 材 ９ を 打 設 切 り 替 え 装 置 本 体 ７ の 長 手 方 向 、 す な わ ち ト ン ネ ル

２ の 奥 行 き 方 向 に 向 か っ て 進 退 自 在 に 移 動 出 来 る よ う 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

図 ３ 及 び 図 １ ， 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 駆 動 モ ー タ １ ５ に よ り 駆 動 部 材 １ ６ が 駆 動 し

、 該 駆 動 装 置 １ ４ の 前 に 連 結 さ れ て い る 分 岐 打 設 部 材 ９ ， 特 に 左 右 分 岐 管 １ ２ を 切 り 替 え

装 置 本 体 ７ 内 の 長 手 方 向 、 す な わ ち ト ン ネ ル の 奥 行 き 方 向 に 進 退 可 能 な 構 成 が 示 さ れ て い

る 。

こ こ で 、 符 号 １ ７ は ガ イ ド ロ ー ラ で あ り 、 こ の ガ イ ド ロ ー ラ １ ７ ， １ ７ に ガ イ ド さ れ て 駆

動 装 置 １ ４ は ス ム ー ズ に 切 り 替 え 装 置 本 体 ７ 内 に お い て そ の 長 手 方 向 に 向 か い 進 退 自 在 に

移 動 で き る も の と な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

10

20

30

40

50



(5) JP  4863308  B2  2012.1.25

図 か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 駆 動 装 置 １ ４ の 前 に 分 岐 打 設 部 材 ９ が 設 置 さ れ 、 両 者 は 連 結 部

材 に よ り 連 結 さ れ て い る 。 従 っ て 、 分 岐 打 設 部 材 ９ は 駆 動 装 置 １ ４ の 進 退 駆 動 に 連 動 し て

切 り 替 え 装 置 本 体 ７ 内 の 長 手 方 向 に 移 動 す る も の と な る 。

そ し て 、 駆 動 装 置 １ ４ の 操 作 者 が 駆 動 装 置 １ ４ を 操 作 し 、 左 右 の 両 側 壁 ４ ， ４ に 穿 設 さ れ

た 複 数 の 対 向 す る 各 々 の 打 設 口 ８ ， ８ に 前 記 左 右 分 岐 管 １ ２ の 左 右 先 端 口 １ ３ ， １ ３ が 密

着 し て 、 連 通 す る よ う 操 作 す る も の と な る 。 　

【 ０ ０ １ ４ 】

次 に 、 本 発 明 に よ る 打 設 切 り 替 え 装 置 １ を 使 用 し て 、 ト ン ネ ル ２ 内 の ト ン ネ ル 覆 工 を 行 う

ト ン ネ ル 覆 工 方 法 に つ き 説 明 す る 。

図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 掘 削 さ れ た ト ン ネ ル ２ の 孔 内 に は セ ン ト ル １ ８ が 設 置 さ れ て

お り 、 該 セ ン ト ル １ ８ に は 図 示 す る よ う に 複 数 の 開 口 部 １ ９ ・ ・ ・ が い わ ゆ る 整 然 と し た

マ ト リ ッ ク ス 状 に し て 設 け ら れ て い る 。 該 複 数 の 開 口 部 １ ９ ・ ・ ・ か ら コ ン ク リ ー ト を 打

設 し て ト ン ネ ル の 覆 工 工 事 が 行 わ れ る の で あ る 。

そ し て 、 該 ト ン ネ ル ２ 内 に は 本 発 明 の 打 設 切 り 替 え 装 置 １ が 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

配 置 さ れ た 打 設 切 り 替 え 装 置 １ の 両 側 壁 ４ ， ４ に は 複 数 の 打 設 口 ８ ・ ・ ・ が 設 け ら れ て お

り 、 こ の 打 設 口 ８ ・ ・ ・ の 外 側 に は コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２ ０ が 接 続 さ れ 、 こ の 接 続 さ れ た

コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２ ０ の 後 端 は 前 記 セ ン ト ル １ ８ の 開 口 部 １ ９ ・ ・ ・ に 挿 入 さ れ る よ う

に あ ら か じ め 接 続 さ れ 、 設 置 さ れ て い る 。 　

　 従 っ て 、 前 記 打 設 口 ８ か ら コ ン ク リ ー ト が 搬 出 さ れ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２ ０ を 通

過 し て 、 開 口 部 １ ９ か ら セ ン ト ル １ ８ 内 に 打 設 さ れ る 構 成 に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 し か し て 、 本 実 施 例 の 打 設 切 り 替 え 装 置 １ に お い て は 、 打 設 口 ８ が 片 側 で ８ 個 、 両 側 で

都 合 １ ６ 個 設 け ら れ 、 こ れ ら １ ６ 個 の 打 設 口 ８ ・ ・ ・ に コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２ ０ が 連 結 さ

れ 、 開 口 部 １ ９ 内 に 挿 入 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 、 設 置 さ れ た セ ン ト ル １ ８ に お い て 、 例 え ば 、 一 番 手 前 の 開 口 部 １ ９ 、 １ ９ に 差 し

込 ま れ た 一 対 の コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 左 右 一 対 の 打 設 口 ８ ， ８ 、 す な

わ ち 本 件 の コ ン ク リ ー ト 打 設 切 り 替 え 装 置 １ に お い て 一 番 手 前 側 に 位 置 す る 左 右 一 対 の 打

設 口 ８ ， ８ に 、 前 記 し た 左 右 分 岐 管 １ ２ ， １ ２ の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ を 連 通 す べ く 対 向 さ せ

る （ 図 １ 及 び 図 ７ 参 照 ） 。

そ し て 、 そ の 状 態 か ら 、 コ ン ク リ ー ト ２ １ を 打 設 す べ く 、 前 記 左 右 分 岐 管 １ ２ の 先 端 口 １

３ ， １ ３ か ら 、 該 先 端 口 １ ３ ， １ ３ に 対 向 す る 打 設 口 ８ ， ８ 側 に 向 け て コ ン ク リ ー ト ２ １

を 送 出 さ せ る 。 す る と 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 左 右 分 岐 管 １ ２ の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ は コ ン ク

リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 、 打 設 口 ８ ， ８ 側 に 移 動 し 、 先 端 口 １ ３ ， １ ３ と 打 設 口 ８ ， ８ と は

密 着 接 続 さ れ る も の と な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ８ に お い て 、 符 号 ２ ２ は 、 先 端 口 １ ３ に 設 け ら れ た パ ッ キ ン 部 材 で あ り 、 該 パ ッ キ ン

部 材 ２ ２ は 、 先 端 口 １ ３ と 打 設 口 ８ と の 適 正 な 密 着 接 続 を 保 持 す る 機 能 を 果 た す こ と に な

る 。

上 記 の ご と く 、 左 右 分 岐 管 １ ２ の 左 右 先 端 口 １ ３ ， １ ３ の 方 向 か ら 左 右 の 打 設 口 ８ ， ８ 側

へ 向 け て コ ン ク リ ー ト が 圧 送 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２ ０ を 介 し て 開 口 部 １ ９ ， １ ９ か

ら セ ン ト ル 内 に コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ れ る も の と な る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ こ で 、 図 ６ に 示 す 一 番 手 前 で し か も セ ン ト ル １ ８ の 最 下 段 に 設 け ら れ た 左 右 開 口 部 １

９ ， １ ９ へ の コ ン ク リ ー ト 打 設 が 終 わ る と 、 直 ち に 切 り 替 え 装 置 本 体 ７ 内 の 打 設 切 り 替 え

部 材 ９ を 前 方 方 向 に 移 動 さ せ 、 左 右 分 岐 管 １ ２ の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ を 手 前 か ら 二 番 目 に 設

け ら れ た 開 口 部 １ ９ ， １ ９ に 対 向 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 し か し て 、 こ の 移 動 は 前 述 の ご と く 、 駆 動 装 置 １ ４ を 作 動 さ せ て 行 う 。 ま た 、 左 右 分 岐
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管 １ ２ の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ と 、 該 先 端 口 １ ３ ， １ ３ に 対 向 す る 打 設 口 ８ ， ８ と の 位 置 決 め

は 、 駆 動 操 作 者 の 目 視 に よ っ て も 充 分 に 行 え る 。 対 向 さ せ た 後 、 前 述 の よ う に 、 コ ン ク リ

ー ト を 打 設 す べ く 、 前 記 左 右 分 岐 管 １ ２ の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ か ら 、 該 先 端 口 １ ３ ， １ ３ に

対 向 す る 打 設 口 ８ ， ８ 側 に 向 け て コ ン ク リ ー ト ２ １ を 送 出 さ せ る 。 　 す る と 、 図 ８ に 示 す

よ う に 、 左 右 分 岐 管 １ ２ の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ は コ ン ク リ ー ト の 圧 送 圧 に よ り 、 打 設 口 ８ ，

８ 側 に 移 動 し 、 先 端 口 １ ３ ， １ ３ と 打 設 口 ８ ， ８ と は 密 着 接 続 さ れ る も の と な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ の 状 態 か ら 、 左 右 分 岐 管 １ ２ の 左 右 先 端 口 １ ３ ， １ ３ の 方 向 か ら 左 右 の 手 前 か ら 二 番

目 に 設 け ら れ た 打 設 口 ８ ， ８ 側 へ 向 け て コ ン ク リ ー ト が 圧 送 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２

０ を 介 し て 、 手 前 か ら 二 番 目 に 設 け ら れ た 開 口 部 １ ９ ， １ ９ か ら セ ン ト ル 内 に コ ン ク リ ー

ト が 打 設 さ れ る も の と な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 し か し て 、 手 前 か ら 二 番 目 で し か も セ ン ト ル １ ８ の 最 下 段 に 設 け ら れ た 左 右 開 口 部 １ ９

， １ ９ へ の コ ン ク リ ー ト 打 設 が 終 わ る と 、 さ ら に ま た 直 ち に 切 り 替 え 装 置 本 体 ７ 内 の 打 設

切 り 替 え 部 材 ９ を 前 方 方 向 に 移 動 さ せ 、 左 右 分 岐 管 １ ２ の 先 端 口 １ ３ ， １ ３ を 手 前 か ら 三

番 目 に 設 け ら れ た 開 口 部 １ ９ ， １ ９ に 対 向 さ せ る 。 そ し て 、 前 記 と 同 様 に し て コ ン ク リ ー

ト を 打 設 す る 。 こ の 操 作 を 図 １ に 示 す よ う に 、 打 設 切 り 替 え 装 置 １ 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け

、 か つ 対 向 し て 設 け ら れ た 左 右 の 打 設 口 ８ 、 １ ６ 個 に つ い て 全 て 行 う 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 続 い て 、 駆 動 装 置 １ ４ を 操 作 し て 分 岐 打 設 部 材 ９ を 図 １ に 示 す よ う に 、 最 初 の 位 置 に 戻

し 、 た と え ば 、 打 設 口 ８ に 連 通 す る コ ン ク リ ー ト 搬 出 管 ２ ０ を 前 記 左 右 開 口 部 １ ９ ， １ ９

を 最 下 段 か ら 二 番 目 の も の と し 、 そ の 状 態 か ら コ ン ク リ ー ト の 打 設 作 業 を 行 っ て い く 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の 様 に 、 順 次 、 打 設 切 り 替 え 装 置 本 体 ７ 内 の 分 岐 打 設 部 材 ９ 、 特 に 左 右 分 岐 管 １ ２ を

前 方 方 向 に す み や か に 移 動 さ せ 、 複 数 列 並 ん で い る 左 右 の 打 設 口 に 速 や か 、 か つ 確 実 に 密

着 さ せ て コ ン ク リ ー ト の 打 設 が 行 え 、 も っ て ト ン ネ ル の 覆 工 工 事 に お い て ス ム ー ズ に セ ン

ト ル 内 へ の コ ン ク リ ー ト ２ ２ の 打 設 作 業 が 行 え る も の と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に よ る コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 （ そ

の １ ） で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 （ そ

の ２ ） で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 （ そ

の ３ ） で あ る 。

【 図 ４ 】 駆 動 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 使 用 状 態 説

明 図 （ そ の １ ） で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置 の 使 用 状 態 を 説 明 す る 使 用 状 態 説

明 図 （ そ の ２ ） で あ る 。

【 図 ７ 】 左 右 分 岐 管 の 先 端 口 と 対 向 す る 打 設 口 と の 関 係 を 説 明 す る 説 明 図 （ そ の １ ） で あ

る 。

【 図 ８ 】 左 右 分 岐 管 の 先 端 口 と 対 向 す る 打 設 口 と の 関 係 を 説 明 す る 説 明 図 （ そ の ２ ） で あ

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

１ 　 　 　 コ ン ク リ ー ト の 打 設 切 り 替 え 装 置

２ 　 　 　 ト ン ネ ル

３ 　 　 　 底 壁

４ 　 　 　 側 壁
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５ 　 　 　 前 壁

６ 　 　 　 後 壁

７ 　 　 　 切 り 替 え 装 置 本 体

８ 　 　 　 打 設 口

９ 　 　 　 分 岐 打 設 部 材

１ ０ 　 　 コ ン ク リ ー ト 圧 送 管

１ １ 　 　 連 結 管

１ ２ 　 　 左 右 分 岐 管

１ ３ 　 　 先 端 口

１ ４ 　 　 駆 動 装 置

１ ５ 　 　 駆 動 モ ー タ

１ ６ 　 　 駆 動 部 材

１ ７ 　 　 ガ イ ド ロ ー ラ

１ ８ 　 　 セ ン ト ル

１ ９ 　 　 開 口 部

２ ０ 　 　 コ ン ク リ ー ト 搬 出 管

２ １ 　 　 コ ン ク リ ー ト

２ ２ 　 　 パ ッ キ ン 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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